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三田市条例第  号 

 

三田市子育て支援のための医療費の助成に関する条例 

 

（目的） 

第１条 この条例は、次代の社会を担う乳幼児等の医療費を助成し、その健やかな

育ちと安心感のある子育てを支援することを目的とする。 

（用語の定義） 

第２条 この条例において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めると

ころによる。 

(1) 乳幼児等 市内に住所を有する１５歳に達する日以後の最初の３月３１日を

経過していない者をいう。 

(2) 乳児 市内に住所を有する１歳の誕生日の属する月の末日を経過していない

者をいう。 

(3) 幼児等 市内に住所を有する１歳の誕生日の属する月の翌月の初日から１５

歳に達する日以後の最初の３月３１日を経過していない者をいう。 

(4) 乳児保護者 親権を行う者、未成年後見人その他の者で乳児を現に監護する

者をいう。 

(5) 幼児等保護者 親権を行う者、未成年後見人その他の者で幼児等を現に監護

する者をいう。 

(6) 医療保険各法の給付 高齢者の医療の確保に関する法律（昭和５７年法律第

８０号）第７条第１項に規定する医療保険各法（以下「医療保険各法」という。）

の規定による療養の給付又は保険外併用療養費若しくは療養費の支給（家族療

養費及び特別療養費に係る当該支給を含む。）をいう。 

(7) 被保険者等負担額 当該医療に要する費用の額から医療保険各法の規定によ

り医療の給付を行う者（以下「保険者」という。）が負担すべき額（保険者の規

約、定款、運営規則等により医療保険各法に規定する保険給付と併せて当該保

険給付に準ずる給付を受けることができる場合における当該支給又は給付を含

む。）を控除した額（医療保険各法以外の法令、条例、規則、規程等の規定によ

り国、地方公共団体（保険者である国、地方公共団体を除く。）又は独立行政法

人の負担において医療に関する給付が行われないときに限る。）をいう。 



(8) 保険医療機関等 健康保険法（大正１１年法律第７０号）第６３条第３項に

規定する保険医療機関及び保険薬局並びにこれら以外の病院、診療所又は薬局

その他の者をいう。 

（助成対象者及び受給資格の認定） 

第３条 この事業の対象となる者は、乳児保護者及び幼児等保護者とする。 

２ 医療費の助成を受けようとする者は、市長に申請し、受給資格の認定を受けな

ければならない。 

（助成の範囲） 

第４条 市長は、乳幼児等の疾病又は負傷について、規則で定める手続に従い、次

に掲げる額を助成する。 

(1) 乳幼児等の入院療養である場合は、医療保険各法の給付が行われた場合にお

ける被保険者等負担額に相当する額 

(2) 乳幼児等のうち１２歳に達する日以後の最初の３月３１日を経過していない

者の入院以外の療養である場合は、医療保険各法の給付が行われた場合におけ

る被保険者等負担額に相当する額 

（助成の方法） 

第５条 市長は、第３条第２項の規定により受給資格の認定を受けたもの（以下「受

給者」という。）が兵庫県内の保険医療機関等で医療を受けた場合、当該医療を受

けた者に助成すべき額の限度において、受給者が当該医療に関し当該保険医療機

関等に支払うべき費用をその者に代わり、当該保険医療機関等に支払うことがで

きる。 

２ 前項の規定による支払いがあったときは、当該受給者に対し、当該医療にかか

る助成があったものとみなす。 

３ 前項の規定にかかわらず、同項の規定による助成を受けることができないとき、

その他市長が特別の理由があると認めるときは、受給者に支払うことにより医療

費の助成を行うことができる。 

（損害賠償との調整） 

第６条 市長は、乳幼児等（乳児保護者又は幼児等保護者を含む。）が疾病又は負傷

に関し損害賠償を受けたときは、その価額の限度において、その全部若しくは一

部を助成せず、又は既に助成した全部若しくは一部に相当する額を返還させるこ

とができる。 



（受給権の保護） 

第７条 助成を受ける権利は、譲り渡し、又は担保に供してはならない。 

（委任） 

第８条 この条例に定めるもののほか、条例の施行に関して必要な事項は、規則で

定める。 

付 則 

（施行期日） 

１ この条例は、平成２３年４月１日から施行する。 

（三田市福祉医療費助成に関する条例の一部改正） 

２ 三田市福祉医療費助成に関する条例（平成４年三田市条例第１６号）の一部を

次のように改正する。 

題名を次のように改める。 

三田市老人等医療費の助成に関する条例 

第１条中「、乳幼児等」を削る。 

第２条第３号から第７号までを次のように改める。 

(3) 削除 

(4) 削除 

(5) 削除 

(6) 削除 

(7) 削除 

第３条の見出し中「助成対象者」の次に「及び受給資格の認定」を加え、同条

第１項各号列記以外の部分中「、乳児保護者、幼児等保護者」を削り、「とする。

ただし、乳児保護者を除く助成対象者にあっては、」を「とし、」に改め、同項第

２号中「並びに重度障害者の扶養義務者」を「並びに主としてその重度障害者の

生計を維持する扶養義務者」に改め、「、主としてその重度障害者の生計を維持す

る者について」を削り、同項第３号を次のように改める。 

(3) 母子家庭の母又は父子家庭の父（母子家庭の母又は父子家庭の父がその児

童の生計を維持できない者である場合は、その母子家庭又は父子家庭の生計

を維持する者）若しくは遺児の養育者（養育者がいない場合は、その遺児）

について、前年の所得の額が児童扶養手当法（昭和３６年法律第２３８号）

第９条第１項に規定する額のうち児童扶養手当の全部が支給停止となる額未



満であること。 

第３条第２項中「前項」を「第１項」に、「該当する者」を「該当しない者」に

改め、同項を同条第３項とし、同項の前に次の１項を加える。 

２ 医療費の助成を受けようとする者（以下「申請者」という。）は、必要な書類

を添えて市長に申請し、受給資格の認定を受けなければならない。 

第４条の見出しを「（助成の範囲）」に改め、同条第１項各号列記以外の部分中

「福祉医療費として支給する」を「医療費として助成する」に改め、同項第１号

中「福祉医療費」を「医療費」に、「支給する」を「助成する」に改め、同項第２

号及び第３号中「福祉医療費」を「医療費」に改め、同項第４号及び第５号を次

のように改める。 

(4) 削除 

(5) 削除 

第４条第３項中「第２号から第５号まで」を「第２号及び第３号」に改める。 

第５条及び第６条を次のように改める。 

（助成の方法） 

第５条 市長は、第３条第２項の規定により受給資格の認定を受けたもの（以下

「受給者」という。）が兵庫県内の保険医療機関等で医療を受けたときは当該医

療を受けた者に助成すべき額の限度において、受給者が当該医療に関し当該保

険医療機関等に支払うべき費用をその者に代わり、当該保険医療機関等に支払

うことができる。 

２ 前項の規定による支払いがあったときは、当該受給者に対し、当該医療に係

る助成があったものとみなす。 

３ 前項の規定にかかわらず、同項の規定による助成を受けることができないと

きその他市長が特別の理由があると認めるときは、受給者に支払うことにより

医療費の助成を行うことができる。 

第６条 削除 

第７条中「福祉医療費の全部若しくは一部を支給せず、又は既に支給した福祉

医療費」を「医療費の全部若しくは一部を助成せず、又は既に助成した医療費」

に改める。 

第８条中「福祉医療費の支給」を「助成」に改める。 

（三田市福祉医療費助成に関する条例の一部を改正する条例の一部改正） 



３ 三田市福祉医療費助成に関する条例の一部を改正する条例（平成２１年三田市

条例第８号）の一部を次のように改正する。 

付則第３項各号列記以外の部分中「施行日」を「平成２３年４月１日」に、「福

祉医療費の支給」を「医療費の助成」に改め、「及び幼児等保護者」及び「及び第

３号ア」を削り、「当該支給する福祉医療費の額」を「当該助成する医療費の額」

に改め、同項第１号中「福祉医療費」を「医療費」に、「支給する」を「助成する」

に改め、同項第２号中「福祉医療費」を「医療費」に改め、同項第３号及び第４

号を次のように改める。 

(3) 削除 

(4) 削除 

付則第５項中「第２号から第４号まで」を「第２号」に改める。 


